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役職は必ずしも能⼒によるとは限らない。これら⾃⼰の責任感おいて判断を求めることは
存在するのである。 
 
これは組織の維持と管理は責任感を要求し、説明能⼒や、現実への判断と理解においてこれ
ら⼈材を求めることは、組織の構築と維持運営への正しい判断なのである。 
 
これらは責任が組織を維持するという理解は正しい。これらは適切な組織構築は最も優れ
た企業への利益となるのである。 
 
これらは企業における倫理的判断が正しい組織構築を与えるということにおいて理解を要
求できるものである。 
 
これら企業基盤と現実は未来という可能性を抱くことでその⾶躍を実現できることは正し
いと判断するものである。 
 
これらの頂は経営チームがこれら責任と能⼒を両⽴し、企業が未来という可能性を現実化
することを可能とで得切るのである。 
 
これらはトレンドへの従属でない、企業の可能性という基盤なのである。 
 
唯⼀これらを⾔葉にするなら、正しい企業倫理性は、企業への可能性を与えるという説明を
与えることができる。 
 
これら優れた企業⾵⼟は、公正さや健全性、労働意欲の育成など、優れた企業への利益を与
えるものである。 
 
これらは組織という現実に対する経営チームへ要求される正しい理解であると考える。 
 
⾶躍はその基盤を求めるのである。 


